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新型コロナウイルス感染症の検査に関する調査 

PCR 検査の認知度は 85% 

若い世代ほど低く、世代ごとに認知の差 
 

臨床検査薬・機器を扱うヘルスケアカンパニーのロシュ・ダイアグノスティックス株式会社（本社：東京都港

区/代表取締役社長 兼 CEO：小笠原 信）は、全国の 20 代から 60 代の男女 4500 人を対象に、新型

コロナウイルス感染症に関連した検査の認知度や関心について調査しました。 
 
新型コロナウイルス感染症に関する検査としては、「PCR 検査」、「抗体検査」、「抗原検査」のいずれも、若年層の

認知度は他世代と比較して低く、年代が上がるにつれて高くなり、健康への意識が高まる中高年層においては新

型コロナウイルス感染症への強い関心がうかがえます。PCR 検査の認知度が最も高く、全体で 85%が『知っている』

と回答し、抗体検査は全体で 61%、抗原検査は全体で 36%という結果になりました（図 1）。 

 

 
  



 

 一方で、PCR 検査が新型コロナウイルスだけではなく、肝炎や子宮頚がん、HIV など、他の感染症の検査でも用い

られていることについては、『知っている』と答えたのは 17%に留まりました（図 2）。 

 
 

PCR 検査は、ウイルスに特徴的な遺伝子の配列を検出することにより、検査時点でウイルスに感染しているかどうか

を調べる検査です。新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、2020 年 2 月頃から頻繁に報道されるようにな

りましたが、実際には PCR 法による遺伝子増幅の技術は、1983 年にキャリー・マリス博士が考案し（1993 年にその

功績によりノーベル化学賞受賞）、1990 年代にロシュがウイルスの遺伝子検査として実用化しました。PCR 検査

は、診療のための検査のほか、食品や環境の検査など、様々な研究用途で広く用いられています。 
 

抗体検査はウイルスに感染したことによって体内で作られた抗体を検出することで、過去にウイルスに感染したことが

あるかどうかを調べる検査です。 
 

抗原検査はウイルスに特徴的なたんぱく質を検出することにより、検査時点でウイルスに感染しているかどうかを調べ

る検査です。 
 

これらの検査は、目的や使用される場面、環境などに応じて、使い分けられています。 
 

今回の調査では、中高年層と若い世代との間に、新型コロナウイルス感染症に対する認知に差があることが浮き彫

りになりました。新型コロナウイルス感染症対策は、気温と湿度が下がる冬の時期を迎えて、より一層の警戒が求め

られます。病気や感染予防について正しく理解することは、感染しない・させない上で役立つのみならず、病気の早

期発見・治療にも繋がります。 
 

また、コロナ下では、定期的な診察や検査の受診を控え続けている人が 3 割以上認められ、特に 20 代では約 5

割に上るという調査結果（ロシュ・ダイアグノスティックス調べ、2020 年 11 月 13 日発表）があります。 

持病等の治療を十分に行わないと、免疫力が下がることが懸念され、ウイルスに感染しやすくなったり、感染した後

に悪化しやすくなったりする可能性があります。新型コロナウイルス感染症に感染した場合の重症化を防ぐためにも、

かかりつけ医に相談し、適切な受診で健康管理を行うことが重要です。 
 

ロシュ・ダイアグノスティックスは、新型コロナウイルス感染症の迅速な診断に貢献できるよう、用途や場面に応じて最

適な検査を提供し、また、病気の予防・早期発見における検査の重要性を伝えるため、引き続き情報発信してま

いります。 
  

https://www.roche-diagnostics.jp/ja/media/releases/2020_11_16.html


【調査概要】 

調査主体：ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 

調査内容：新型コロナウイルス関連の検査について 

調査対象：全国の 20 歳～69 歳の男女 

有効回答：4,500 人 

調査時期：2020 年 10 月 16 日（金）～10 月 20 日（火） 

調査方法：インターネット調査 

調査協力：株式会社クロス・マーケティング 
 
 
本件のお問合わせ先：コミュニケーション部門 email: tokyo.pr@roche.com   

ロシュ･ダイアグノスティックス株式会社について 
スイス･バーゼルに本社を置く世界有数のヘルスケア企業である F．ホフマン・ラ・ロシュの診断薬事業部門の日本法人です。2020 年 1 月現

在、従業員 764 人、全国 9 都市に支店を有し、体外診断薬・機器事業、研究用試薬・機器事業などを幅広い領域で事業を展開してい

ます。私たちは、医療従事者の皆さまが最適な治療選択や意思決定が行えるよう、臨床検査の医学的価値および効率性を高めるソリュー

ションをお届けします。 

詳細は、http://www.roche-diagnostics.jp をご覧ください。 
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